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会 議 録 

会 議 録 令和４年度山陽小野田市地域包括支援センター運営協議会（第１回） 

開 催 日 時 令和４年６月３０日（木）１４時００分～１５時３０分 

開 催 場 所 市役所大会議室 A（WEB 開催） 

出  席  者 

特別養護老人ホーム長寿園      上村篤子 

看護小規模多機能型居宅介護そらり  上村誉恵 

社会福祉法人健仁会         越智和恵 

山陽小野田市福祉員の会連絡協議会  兼石満枝 

介護保険被保険者代表        佐伯八重子 

高千帆苑在宅介護支援センター    末光容子 

山陽小野田医師会          萩田勝彦 

デイサービス有帆          山口辰也 

サンライフ山陽在宅介護支援センター 山高正義 

長寿園居宅介護支援事業所      渡邉結子 

欠 席 者 
山陽小野田市民生児童委員協議会 村田和義 

山陽小野田市社会福祉協議会   流田幸彦 

委 員 数 １２人 

出席者数 １０人 

欠席者数  ２人 

事務担当課 

及 び 職 員  

福祉部長 吉岡忠司、福祉部次長 尾山貴子、長井由美子     

高齢福祉課長 麻野秀明、高齢福祉課主幹 大井康司 

高齢福祉課長補佐（地域包括支援センター所長） 荒川智美 

高齢福祉係長 原川寛子 

地域包括支援センター所長補佐 古谷直美 

地域包括支援センター主任   髙岡潮理、末永久美 

会 議 次 第  

１ 福祉部長挨拶 

２ 会長及び副会長選出 

３ 議事 

(1) 地域包括支援センターの事業評価における全国集計 

(2) 令和４年度指定介護予防支援業務及び介護予防ケアマネジメ

ント業務の一部を委託する指定居宅介護支援事業者 

(3) 令和４年度山陽小野田市地域包括支援センター事業計画 

(4) 令和４年度認知症初期集中支援チーム活動計画 

(5) 意見聴取 

４ その他 

会 議 結 果 

１について 

福祉部長が挨拶を行った。 

２について 

 立候補がなかったため、事務局案として会長に萩田委員、副会長

に村田委員を提示し賛成多数により承認された。萩田会長より挨拶

をいただいた。 
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３(1)について 

 事務局が地域包括支援センターの事業評価における全国集計の説

明を行った。 

〇質疑・意見  

委員：地域ケア会議について、地域課題を把握し生活支援コーディ

ネーターと共有しているか。どのような地域課題があるのか。 

事務局：年間を通じて実施している地域ケア会議のなかで、高齢者

の移動手段やゴミ捨て、認知症高齢者支援などの課題が上がっ

ている。関係者で共有しているが、具体的には第２層協議体で

生活支援コーディネーターと協議する中でボランティアが立ち

上がっている。また今年度は在宅医療と介護の連携業務で地域

の目指す姿や課題に具体的に取り組むこととしている。 

委員：地域の様々な課題について、ケアマネジャーと包括支援セン

ターがニーズや課題を生活支援コーディネーターに投げかけて

協議体の中で施策を練っていくことになると思うので、今後ま

すますの連携が取れていくといいと思う。 

委員：Q15 について、現状やニーズに基づきセンターの取組における

重点項目を設定しているか、について説明を求める。 

事務局：何を重点に取り組んでいくかについて、様々な事業を実施

していく中で地域課題に取り組むべき重点項目を検討し設定し

ていこうと考えている。 

３(2)について 

 事務局が令和４年度指定介護予防支援業務及び介護予防ケアマネ

ジメント業務の一部を委託する指定居宅介護支援事業者の説明を行

った。 

〇質疑・意見 なし。議題について、拍手多数で承認される。 

３(3)について 

  事務局が令和４年度山陽小野田市地域包括支援センター事業計画 

を説明した。 

〇質疑・意見 

委員：ケアマネジャーの資質向上の取組について、ケアマネジャー

連絡会や事例検討会議にほとんどのケアマネジャーが参加してい

るのか。 

事務局：市内の居宅介護支援事業所のほとんどが参加している。  

委員：権利擁護について、虐待防止の取組で研修や事例検討など行

っているか。個々の施設で虐待防止の取組が行えているのか。 

事務局：高齢福祉と障害福祉とで共同の協議会があり、課題や事例

の共有を行っている。協議会の委員として、施設関係者の代表

者も参加しているのでそれぞれの団体のネットワークを通じて
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フィードバックができていると考える。 

委員：権利擁護について、市長申立ての対象になる要件があるが、

家族の関係性も多様化している。対象者以外でも市長申立ての

相談は可能か。  

事務局：市長申立てにおいて、親族調査で親族がいることが分かれ

ば親族に申立てをするかの意思を確認する。関係が希薄等で申

立てをしない場合もあるので、相談をしていただきたい。 

３(4)について 

 事務局が令和４年度認知症初期集中支援チーム活動計画を説明し

た。 

〇質疑・意見 

委員：支援対象者はケアマネジャーが関わっている方でもいいのか。 

事務局：対象者には、サービスを受けているが対応に苦慮している

人も含まれるので、認知症初期集中で支援し、チーム医師に相

談したり担当ケアマネジャーと一緒に関わったりしているの

で、ぜひ相談してほしい。 

３(5)について 

委員：コロナ禍で感染対策をしながらの事業実施となるが、参考に

したいのでどのような感染対策で実施しているか。  

事務局：最近、感染者数が増えつつある状況だが、基本的な感染対

策を実施しながら、状況に合わせて、対面かオンラインかで実施

している。状況や対象者等を勘案しながら実施方法について引き

続き使い分けをしていくこととしている。  

委員：事業継続計画について、猶予期間となっているが業務継続計

画を立てていくのか。 

事務局：地域包括支援センターも事業所なので今後業務継続計画を

立てていくこととなる。 

委員：サブセンターも同様ということでいいか。 

事務局：その通りである。 

４について 

 特になし 

 

～ 閉会 ～ 

 


